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－総括１－ 

 
新規事業及び重要事業総括表 

 

Ⅰ 総 額   

 

  【埼玉県流域下水道事業会計】 

区分 平成３１年度 平成３０年度 伸び率 

予算総額 ８５,０００,３８２ 千円 ８１,８５８,５３２ 千円   ３.８％ 

 
収益的支出 ５１,５７７,０６８ 千円 ５１,８３８,５５０ 千円 △０.５％ 

資本的支出 ３３,４２３,３１４ 千円 ３０,０１９,９８２ 千円 １１.３％ 

 
 【参考 ストックマネジメント計画に基づく事業別内訳】 

事 業 種 別 平成３１年度予算額 
重 要 施 設 の 災 害 対 策 ２，９７４，０００ 千円 
下 水 道 資 源 の 有 効 活 用 ９，１５５，７００ 千円 
処 理 機 能 の 補 完 ２，１６７，０００ 千円 
老 朽 化 対 策 等 １０，５２８，７００ 千円 

合  計 ２４，８２５，４００ 千円 
  ※平成３１年１月に策定した埼玉県下水道局ストックマネジメント計画により、今後５～１０年 
   以内に優先的に実施すべき課題を３つの主要プロジェクトとして選定し、老朽化に伴う改築・ 
   更新等と併せて計画的に実施する。 
 
 
Ⅱ 主な新規事業及び重要施策                     （単位 千円） 

 

 １ 下水道施設の保全と災害対策の強化 
  Ｐ１       下水道施設の老朽化対策の推進           １０，５２８，７００ 

 
 
  Ｐ２      下水道施設の災害対策の推進                ２，９７４，０００ 
 

 

 
２ 新たな事業環境の変化への対応 

  Ｐ３           下水道資源の有効活用の推進              ９，１５５，７００ 
 

 

  Ｐ４       下水道事業における高度処理化100％の実施           ９７２，５１４ 

 

 
 
３ 下水道事業の広域連携による共通課題への取組 

  Ｐ５       下水道事業の広域的な連携の取組                ７７，２５２ 

 
 



－１－ 

下水道施設の老朽化対策の推進 
 

担当 下水道事業課 建設担当 
内線 ５４５６ 

 

１ 目 的 

  下水道事業着手後 50年以上が経過し、施設の老朽化対策が課題となっている。重大事故
を防止するために、下水道施設の計画的な改築を行う。 

 
２ 事業の内容  

  下水道施設の改築 

   施設の適切な維持管理による長寿命化を図りつつ、埼玉県下水道局ストックマネジメン

ト計画に基づき、下水処理機能への影響度や不具合発生確率によるリスク評価により、優

先度の高いものから計画的に改築を行い、施設の安定的・継続的な処理機能を確保する。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

  平成３１年度の主な工事 

  ・汚泥焼却炉設備の改築：荒川水循環センター（戸田市） 

  ・汚泥搬送設備の改築：新河岸川水循環センター（和光市） 

  ・特高受変電設備の改築：中川水循環センター（三郷市） 

 
 
 
 
 
 
 
 

３ 平成３１年度予算額   １０，５２８，７００千円 

中川水循環センター 
特高受変電設備 

新河岸川水循環センター 
汚泥搬送設備 

荒川水循環センター 
汚泥焼却炉設備 



－２－ 

下水道施設の災害対策の推進 
                    

                   担当 下水道事業課 建設担当 

                   内線 ５４５６ 

 

１ 目 的 

本県の流域下水道施設は、耐震基準が強化される以前に建設された施設が多く、

大規模地震への対策が課題となっている。また、近年の集中豪雨の多発、都市化の

進展による雨水流出量の増大など、都市部の内水氾濫対策も必要となっている。 

大規模地震や洪水時などにおいて、生活環境や公共用水域の保全といったライフ

ラインとしての機能を果たせるよう、流域下水道施設の災害対策を推進する。 

 

２ 事業の内容 

 （１）下水道施設の耐震化 （２，７２６，０００千円） 

    埼玉県下水道局ストックマネジメント計画に基づき、震災時においても下水

を街に溢れさせないよう汚水を処理場まで「送る」機能と処理場において汚水

を「処理」する機能を確保するため、主要プロジェクトの個別事業として掲げ

ている水処理施設等の耐震化や幹線の二条化等を推進する。 

    平成３１年度の主な工事 

    ・圧送管の二条化：新河岸川北幹線（川越市） 

    ・処理場の水処理流出渠耐震化：元荒川水循環センター(桶川市) 

    ・ポンプ場の耐震化：三崎中継ポンプ場(さいたま市)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）浸水対策の推進 （２４８，０００千円） 

    砂川堀雨水幹線の堤防嵩上げに伴う付帯工事及び下水道施設の浸水対策工 

   事を実施する。 

    平成３１年度の主な工事 

    ・堤防嵩上げ付帯工事：砂川堀雨水幹線（富士見市） 

    ・処理場周囲堤工事：新河岸川水循環センター（和光市） 

 

３ 平成３１年度予算額   ２，９７４，０００千円 

耐 震 改 修 工 事 の 例 
流出渠の耐震化 圧送管の二条化 

重 要 な 圧 送 区 間 に つ い て は 管 渠

の二条化を実施し、地震による被

害 を 受 け た 際 の 影 響 を 最 小 限 に

する 

鉄筋による補強 

施設（ポンプ場等）の耐震化 

壁 等 を 削 孔 し 補 強

鉄筋を設置 

補強前 補強後 

伸縮可とう継手の設置 未補強による破損 

 



－３－ 

  

下水道資源の有効活用の推進 

   

担当 下水道事業課 計画・管理・エネルギー担当、建設担当 

内線 ５４６６、５４５６ 

 

１ 目 的 

焼却炉等の改築更新に合わせて下水汚泥や廃熱を有効活用できる汚泥処理シス

テムを導入することにより、再生可能エネルギーの活用促進、地球温暖化対策など

の環境問題への貢献を図る。 

 

２ 事業の内容 

（１）下水汚泥のバイオガスエネルギーへの活用 （７，２４２，０００千円） 

  消化タンクの築造等により、下水汚泥からバイオガスを発生させ、民間事業者

が発電に有効活用する。（元荒川、中川水循環センター） 

 【バイオガス発電のイメージ】 

 

 

 

 

 

  事業スケジュール 

  ・元荒川水循環センター：H31 供用開始 

  ・中川水循環センター：H29～ 消化槽・発電事業工事、H32 供用開始 

 

（２）焼却炉の廃熱利用 （１，９１３，７００千円） 

  汚泥の焼却過程における廃熱を活用して蒸気を発生させ、発電に有効活用する

「汚泥焼却発電」を実施する。（荒川、元荒川、新河岸川水循環センター） 

 【汚泥焼却炉発電のイメージ】 

 

 

 

 

 

  事業スケジュール 

  ・荒川水循環センター：H30～ 焼却炉更新設計・工事、H34 供用開始 

  ・元荒川水循環センター：H31～ 焼却炉更新設計・工事、H35 供用開始 

  ・新河岸川水循環センター：H31～ 焼却炉更新設計・工事、H35 供用開始 

 

３ 平成３１年度予算額   ９，１５５，７００千円 

 汚泥 
（濃縮） 

 
汚泥 

（脱水） 

汚泥の減容化 

 バイオガス 消化タンク 

（整備中） 

汚泥焼却炉 

(汚泥減容化に伴う 

小さい焼却炉への 

改築でCO2削減) 

バイオガス発電 

(余剰ガスで発電) 

補助燃料 

売却 
余剰分 

 汚泥 
（濃縮） 

 
汚泥 

（脱水） 

次世代焼却炉 

(超高温焼却に 

よるCO2削減) 

蒸気等 

電力 発電機 

民設民営 



－４－ 

下水道事業における高度処理化率１００％の実施  
 ～東京2020オリンピック・パラリンピックの支援～ 

 

担当 下水道事業課 計画・管理・エネルギー担当 

内線 ５４４８           

 

１ 目 的 

  荒川や中川が流下する東京湾では赤潮・青潮の発生が顕在化していることから、窒素

やりんによる富栄養化防止のため、下水処理施設での高度処理の導入が求められている。 

このため、東京オリンピック・パラリンピックが開催される２０２０年までに、東京

湾関連の水循環センターの水処理施設全３４系列において高度処理化率１００％とし、

水質向上を図る。 

 

２ 事業の内容 

（１）スケジュール 

 

 

 

 

（２）実施内容 

      汚水処理施設の大規模な改造をせずに運転方法を工夫することで、窒素、りんを標

準的な処理方法より多く除去できる段階的高度処理を導入する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 平成３１年度予算額   ９７２，５１４千円  

    

 

 

有機物及び窒素の除去 

反応タンク 
流⼊⽔ 処理水 

最終 
沈殿池 

送風機 

返送汚泥量 UP 余剰汚泥

嫌気タンク 好気タンク 好気タンク 好気タンク 

りんの除去 
送⾵量 UP 

微⽣物濃度 UP 

制限ばっ気 
 ：運転方法の工夫 

現 状 
23系列／34系列 

【平成30年度】 

全系列 

⾼度処理化 

【平成32年度】 

 
・平成31年度供⽤：11系列 
 (荒川、元荒川、古利根川⽔循環センター) 

【標準的な処理方法の例】 

【段階的高度処理の例】 

※好気タンク・・・酸素が多くある状態

※嫌気タンク・・・酸素が少ない状態

        

  

  

主に有機物の除去 
反応タンク 
流⼊⽔ 処理水 

最終 
沈殿池 

送風機

返送汚泥 
余剰汚泥

好気タンク 好気タンク 好気タンク 好気タンク 



－５－ 

下水道事業の広域的な連携の取組 
 

担当 下水道事業課 計画・管理・エネルギー担当、建設担当 

内線 ５４６４、５４５６ 

 

 

１ 目 的 

県内下水道事業の共同化・広域化を進め、市町村の公共下水道事業の安定的・継続的な

経営の支援と流域下水道事業の経営基盤の強化を図る。 

 

 

２ 事業の内容 

（１）下水汚泥の共同処理（共同化） （１２，２７１千円） 

単独公共下水道から発生する脱水汚泥を、流域下水道の水循環センターで処理する。 

平成３１年度は、平成３０年度に引き続き３団体からの受入れを実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）農業集落排水施設の公共下水道への接続（広域化） （２０，０００千円） 

流域関連市町が所管する農業集落排水施設を中継ポンプ場に改造する等により公共

下水道等へ接続し、流域下水道の水循環センターで処理する。 

 平成３１年度は接続のための流域下水道管渠の設計を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県流域下水道 

 

 
 
 
 
 
 

複数の水循環センター
の焼却施設の運転余力
を活用し流域下水道の
汚泥と共同処理を実施 

●市町・組合が 

脱水汚泥を運搬 

脱水汚泥 

水循環ｾﾝﾀｰ 

汚泥焼却灰 

単独公共 

下水道 

再資源化 

施設 

●県は脱水汚泥の 

受入れ、処理を行う 

 

Ｔ 

農集処理区 

Ｔ 
 
Ｐ

下水処理区 

中継ポンプ場に改造 水循環センター 



－６－ 

 

 

（３）共同災害訓練の実施 （３０，０１６千円） 

局地的な災害だけではなく広域的な災害に対しても下水道機能の早期復旧が図れる

よう、県内市町・組合や協定締結団体等と共同して災害訓練を実施し、広域的な災害対

応力の向上を図る。 

平成３１年度は訓練の実施とデジタル管路図の機能向上を実施する。 

 

 

（４）雨天時浸入水対策の実施 （１４，４１４千円） 

豪雨時にマンホールからの溢水被害が多く発生する荒川右岸流域において、多くの雨

水の浸入が見込まれる地域を絞り込む調査を行い、流域関連市町における効率的な雨天

時浸入水の調査、対策を支援する。 

平成３１年度は、雨水浸入地域の絞り込み調査を実施する。 

 

 

（５）技術支援等の実施 （５５１千円） 

下水道公社が培った維持管理に係るノウハウを活かし、県内市町・組合の下水道事業

に関する技術支援等に取り組む。 

平成３１年度はテーマ別の勉強会等を実施する。 

 

 

３ 平成３１年度予算額   ７７，２５２千円 

図上訓練 協定締結団体との実働訓練 


